
福岡

組
合
員
・
主
婦

二
六
〇
人
が
結
集

５・２７
生
活
危
機
突
破

衆
議
院
選
挙
必
勝

総
決
起
集
会

組組
合合
員員
のの
仕仕
事事
とと
生生
活活
をを
守守
りり

諸諸
要要
求求
実実
現現
にに
向向
けけ
てて

主
催
者
を
代
表
し
て
相
川
委

員
長
は
「
百
年
に
一
度
の
大
不

況
の
中
、
建
設
産
業
を
巡
る
情

勢
も
建
築
基
準
法
改
悪
や
、
設

計
労
務
単
価
の
減
額
な
ど
、
魅

力
の
な
い
現
状
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
私
た

ち
の
職
域
を
守
る
為
に
は
、
顧

問
で
も
あ
る
金
子
県
議
を
先
頭

に
県
や
市
、
官
公
庁
に
対
し
建

設
振
興
の
施
策
や
設
計
労
務
単

価
の
算
出
法
の
見
直
し
な
ど
を

強
く
要
請
す
る
と
と
も
に
、
お

得
意
先
回
り
、
住
宅
デ
ー
を
実

行
し
仕
事
確
保
に
繋
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
目
前
に
迫
っ
た
衆
議

院
解
散
総
選
挙
に
お
い
て
は
、

組
合
員
の
仕
事
と
生
活
を
守
り
、

諸
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
、

推
薦
候
補
の
当
選
に
向
け
て
、

総
力
を
挙
げ
て
、
力
強
く
取
り

組
む
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
全
建
総
連
よ
り
駆

け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
林
書
記

次
長
、
吉
村
庄
二
社
民
党
長
崎

県
連
代
表
、
建
設
長
崎
常
任
顧

問
で
も
あ
る
金
子
三
智
郎
県
議

会
議
員
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
激
励
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
村
亮
樹
青
年
部

長
よ
り
集
会
決
議
文
が
力
強
く

読
み
上
げ
ら
れ
、
参
加
者
全
員

の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
参
加
者
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
、

相
川
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
で
閉
会
し
ま
し
た
。

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
・
住
宅
企
業
交
渉

九
地
協
各
県
連
よ
り
九
十
八
名
が
参
加

六
月
四
日
�
〜
五
日
�
、
九

地
協
の
各
県
連
の
代
表
九
十
八

名
が
集
結
し
、
福
岡
に
支
店
・

支
社
の
あ
る
ゼ
ネ
コ
ン
や
住
宅

企
業
、
国
土
交
通
省
九
州
整
備

局
に
対
し
て
、
交
渉
を
行
い
ま

し
た
。

建
設
長
崎
か

ら
は
九
地
協
議

長
の
相
川
委
員

長
ほ
か
六
名
が

参
加
し
、
五
班

に
分
か
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
交
渉

に
加
わ
り
ま
し

た
。交

渉
に
先

立
っ
て
の
全
体

会
で
は
、相
川
委
員
長
よ
り「
百

年
に
一
度
の
不
況
で
低
賃
金
・

低
単
価
問
題
が
深
刻
化
し
、
私

た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
。

ま
た
、
直
面
す
る
問
題
と
し
て

長
期
優
良
住
宅
の
推
進
や
住
宅

瑕
疵
担
保
保
険
問
題
な
ど
へ
の

早
急
な
対
応
も
強
い
ら
れ
て
お

り
、
益
々
状
況
は
厳
し
い
が
、

元
気
を
出
し
て
頑
張
ろ
う
」
と

力
強
い
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

激
励
に
駆
け
つ
け
た
全
建
総
連

の
高
橋
賃
金
対
策
部
長
か
ら

「
過
去
に
直
面
し
た
こ
と
が
な

い
ほ
ど
、
仕
事
不
足
は
深
刻
化

し
て
い
る
。
建
設
労
働
者
の
賃

金
と
安
全
・
誇
り
を
取
り
戻
し
、

後
継
者
が
育
つ
た
め
の
魅
力
あ

る
環
境
を
構
築
し
て
い
く
た
め
、

公
契
約
法
の
制
定
や
諸
問
題
の

改
善
に
向
け
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
激
励
を
受

け
た
後
、
各
班
毎
に
事
前
の
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
午
後
か
ら
交

渉
に
入
り
ま
し
た
。

今
回
の
交
渉
で
は
特
に
賃
金

問
題
や
労
災
の
元
請
責
任
、
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
、
安
全
管
理
体

制
、
建
退
共
の
適
用
促
進
に
重

点
を
置
き
、
各
班
と
も
熱
の

入
っ
た
交
渉
を
繰
り
広
げ
て
い

ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
一
部
の
企
業

に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
要

請
に
対
し
て
歩
み
寄
る
姿
勢
が

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
交
渉
の
場
で
は
、
例
年
に
似

通
っ
た
回
答
と
な
り
、
全
て
の

問
題
改
善
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

業
界
を
常
に
リ
ー
ド
す
る
立

場
の
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
や
住
宅
企

業
、
そ
し
て
大
元
で
あ
る
国
に

対
し
て
、
こ
の
企
業
交
渉
の
場

を
通
じ
て
現
場
の
生
の
声
を
伝

え
、
粘
り
強
く
交
渉
を
重
ね
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

（
大
賀
）

相川執行委員長

九地協議長として交渉を行う相川委員長

北村青年部長

建
設
長
崎
で
は
、
五
月
二
十
七
日
に
、
厳
し
い
建
設
業
界
の
現
況
を
打
開
し
生
活
危

機
を
乗
り
切
る
た
め
、
ま
た
解
散
総
選
挙
ま
で
秒
読
み
と
な
っ
た
衆
議
院
選
挙
で
の
組

合
推
薦
議
員
の
勝
利
を
目
指
し
、
長
崎
勤
労
福
祉
会
館
で
「
５
・
２７
建
設
長
崎
総
決
起

集
会
」
を
開
催
。
組
合
員
、
主
婦
会
、
来
賓
等
あ
わ
せ
て
二
百
六
十
名
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

◇来賓
全建総連書記次長

林 裕司 様
高木義明衆議院議員秘書

馬場 尚之 様
山田正彦衆議院議員秘書

末竹 和行 様
衆議院議員候補

福田えり子 様
宮島 大典 様

社民党県連合代表
吉村 庄二 様

連合長崎
小石 隆 様

長崎地区労働組合会議議長
平野 忠司 様
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建
設
長
崎
青
年
技
能
競
技
大
会

世世
界界
的的
なな
経経
済済
不不

況況
がが
続続
いい
てて
いい
まま

すすい
ま
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
破

た
ん
に
始
ま
っ
た
世
界
的
な
不

況
が
国
内
に
も
ま
ん
延
し
て
い

ま
す
。
不
沈
と
言
わ
れ
た
世
界

的
な
大
企
業
の
Ｇ
Ｍ
（
ゼ
ネ
ラ

ル
・
モ
ー
タ
ー
ス
）
が
破
産
し

ま
し
た
。

国
内
で
も
過
去
最
大
と
い
わ

れ
る
よ
う
な
倒
産
件
数
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
国
内
経
済
の
立

て
直
し
の
た
め
に
様
々
な
方
策

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
こ
の
様
な
経

済
不
況
の
と
き
に
は
、
大
型
の

財
政
支
出
が
求
め
ら
れ
、
カ
ン

フ
ル
剤
と
し
て
の
効
果
を
図
る

必
要
が
有
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
使
わ
れ
方
に

は
若
干
問
題
と
思
え
る
節
が
有

り
ま
す
。
高
速
道
路
の
休
日
一
、

〇
〇
〇
円
で
の
一
律
料
金
化

（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
者
に
限
定
）。

家
庭
電
化
製
品
へ
の
助
成
制
度

の
導
入
。
Ｅ
Ｃ
Ｏ
乗
用
車
へ
の

助
成
、
そ
の
他
。
限
定
さ
れ
た

製
品
だ
け
へ
の
テ
コ
入
れ
策
が

果
た
し
て
効
果
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。

確
か
に
、
一
時
的
に
は
そ
の

業
界
の
売
上
が
上
が
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
、
し
か
し
、
こ
れ
は

単
に
需
要
の
先
食
い
に
し
か
な

り
ま
せ
ん
。
家
に
冷
蔵
庫
は
何

台
も
要
り
ま
せ
ん
、
テ
レ
ビ
も

同
様
で
す
。
助
成
制
度
の
効
果

が
薄
れ
た
と
き
に
、
ま
た
販
売

不
振
の
波
が
押
し
寄
せ
て
来
る

の
は
目
に
見
え
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
不
況
の
と
き
こ
そ
、

経
済
の
矛
盾
点
や
欠
点
を
正
し
、

安
定
し
た
国
内
購
買
力
を
高
め

る
た
め
の
施
策
を
取
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
緊
急
経
済
対
策
で
は
、

買
う
品
物
を
安
く
す
る
こ
と
に

資
金
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
来
は
、
そ
の
よ
う
な
製
品
を

購
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
達
、

端
的
に
言
う
と
現
場
で
働
い
て

賃
金
を
受
け
取
り
、
そ
の
お
金

か
ら
消
費
に
回
し
て
い
る
人
達

の
可
処
分
所
得
（
家
計
の
必
要

経
費
な
ど
を
差
し
引
い
た
後
の

自
由
に
使
え
る
お
金
）
を
引
き

上
げ
な
け
れ
ば
全
体
と
し
て
の

消
費
力
（
購
買
力
）
は
高
く
な

り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
無
視
出
来
な
い
こ
と

に
、
政
府
は
今
回
の
大
盤
振
る

舞
い
の
財
政
支
出
の
つ
け
を
、

消
費
税
の
引
き
上
げ
で
穴
埋
め

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
穴
埋
め
を
十
年
間
で

行
う
と
す
れ
ば
消
費
税
率
を
七

％
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
採
算
が

合
わ
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
税
率
と
合
わ
せ
れ
ば
一

二
％
に
も
な
り
ま
す
。

一
般
財
源
と
し
て
の
消
費
税

率
と
し
て
（
高
福
祉
の
財
源
と

し
て
目
的
税
化
さ
れ
た
も
の
を

除
き
）
こ
れ
程
の
高
税
率
の
国

は
先
進
諸
国
で
は
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

し
か
も
、
消
費
税
は
低
所
得

者
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
、
逆

進
性
が
高
い
税
制
で
あ
り
、
住

宅
建
設
な
ど
の
最
終
価
格
が
数

千
万
円
と
い
う
超
高
額
の
品
物

に
つ
い
て
は
、
大
き
く
販
売
減

少
の
引
き
金
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
消
費

税
三
％
導
入
の
と
き
、
五
％
導

入
の
と
き
、
大
き
な
打
撃
を
受

け
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

特
に
今
回
一
二
％
と
い
う
高

率
の
税
額
は
、
一
、
〇
〇
〇
万

円
の
売
上
で
一
二
〇
万
円
の
税

額
、
二
、
〇
〇
〇
万
円
と
な
れ

ば
二
四
〇
万
円
の
税
額
、
併
せ

て
二
、
二
四
〇
万
円
を
家
主
さ

ん
か
ら
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
と
な
り
ま
す
。
た
だ

で
さ
え
十
分
に
消
費
税
が
浸
透

し
て
い
な
い
建
築
市
場
に
、
新

税
率
の
消
費
税
が
の
し
か
か
れ

ば
、
完
全
に
建
設
業
界
は
ダ
ウ

ン
し
ま
す
。

消
費
税
頼
み
の
政
策
を
強
行

し
よ
う
と
す
る
政
策
に
、
み
ん

な
の
力
で
反
対
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

若若いい時時ここそそ更更ななるる研研鑽鑽をを！！

五
月
十
七
日
�
、
西
彼
時
津

町
の
「
長
崎
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
」
で
、「
建
設
長
崎
青

年
技
能
競
技
大
会
」
が
、
青
年

層
組
合
員
十
名
が
参
加
し
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
・
競
技
説
明
の
後
、

「
四
方
転
び
踏
み
台
」
を
課
題

に
制
限
時
間
六
時
間
三
〇
分
の

競
技
が
ス
タ
ー
ト
。

製
図
お

よ
び
実
技

を
時
間
内

に
完
成
さ

せ
る
た
め

各
選
手
と

も
、
日
頃

の
現
場
で

鍛
え
上
げ

た
腕
前
と

仕
事
の
合

間
に
練
習

し
て
き
た
成
果
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
各
支
部
か
ら
応
援
に
来

ら
れ
た
皆
さ
ん
が
見
守
る
中

あ
っ
と
い
う
間
に
六
時
間
三
〇

分
が
経
過
し
ま
し
た
。

今
回
初
参
加
の
選
手
も
あ
り

ま
し
た
が
、
技
術
レ
ベ
ル
は
高

く
審
査
員
も
採
点
に
苦
慮
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

最
後
に
講
評
と
し
て
山
口
審

査
委
員
長
か
ら
、『
賞
を
取
ら

れ
た
方
・
惜
し
く
も
賞
に
も
れ

た
方
も
、
今
回
の
大
会
に
出
場

す
る
た
め
に
、
練
習
を
重
ね
て

き
た
事
は
、
自
分
の
技
術
習
得

の
一
歩
に
な
っ
て
い
ま
す
。

が
っ
か
り
さ
れ
ず
に
次
回
も
再

度
挑
戦
し
、
若
い
力
で
更
な
る

技
術
向
上
に
研
鑽
し
て
頂
き
た

い
』
と
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
井
関
）

《
入
賞
者
》

金
賞

和
田

茂
史
（
北

松
）

銀
賞

瀬
尾

友
謙
（
佐
世
保
中
央

）

銅
賞

伊
藤

光
廣
（
大

村
）

《出場選手紹介》
橋本 進嗣（大 浦）
米村 喜一（東長崎）
森 正輝（浦上東）
木村 英和（諫 早）
伊藤 光廣（大 村）
上村 良一（大 村）
副島 悟（佐世保中央）
瀬尾 友謙（佐世保中央）
和田 茂史（北 松）
筒井 健二（北 松）

青
年
部
で
は
、
五
月
十
七
日
、

十
八
日
の
二
日
間
、
久
留
米
で

開
催
さ
れ
た
九
地
協
青
年
部
交

流
集
会
に
、
県
央
総
支
部
か
ら

十
一
名
と
北
村
青
年
部
長
等
を

合
わ
せ
た
、
十
四
名
で
参
加
し

ま
し
た
。

第
一
日
目
は
、
青
年
部
活
動

も
含
め
た
「
全
建
総
連
の
活
動

に
つ
い
て
」
と
、
今
年
十
月
か

ら
実
施
さ
れ
る
「
住
宅
瑕
疵
担

保
履
行
法
と
保
険
制
度
の
概
要

に
つ
い
て
」
の
学
習
会
を
講
師

に
全
建
総
連
の
松
葉
さ
ん
を
迎

え
行
い
ま
し
た
。

夜
は
、
懇
親
会
で
酒
を
酌
み

交
わ
し
各
県
青
年
部
と
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
交
流

を
深
め
る
恒
例
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
で
は
好
・
珍
プ

レ
ー
が
続
出
し
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
結
果
は
前
回
の

長
崎
開
催
に
引
き
続

き
建
設
長
崎
が
優
勝

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
会
場
の

周
辺
、
筑
後
川
沿
い

の
清
掃
活
動
を
参
加

者
全
員
で
行
い
青
年

部
交
流
集
会
を
終
了

し
ま
し
た
。（

古
井
）

５／１７

県
議
会
だ
よ
り

２２

九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米
ソフトボールは
建設長崎が優勝！

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２８号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）６月１５日発行



改正前の措置�

○　墜落防止及び物体の落下防止の�
　　　　　　両措置を同時に講じた例�

改正後　措置例2
手すり（高さ85cm以上の位置）�
＋中さん（高さ35～50cmの位置）�
＋メッシュシート�

改正後　措置例3
手すり（高さ85cm以上の位置）�
＋中さんと同等以上の措置�
（高さ35cm以上）�

改正後　措置例1
手すり（高さ85cm以上の位置）�
＋中さん（高さ35～50cmの位置）�
＋幅木（高さ10cm以上）�

手すり高さ�
85cm以上�

中さん高さ�
35～50cm

幅木高さ�
10cm以上�

中さん高さ�
35～50cm

手すり高さ�
85cm以上�

メッシュシート�

手すり高さ�
85cm以上�

中さんと同等以上の措置
高さ35cm以上�
防音パネル（パネル状）�
ネットフレーム（金網状）�
金網�

作業床�

手すり�
（高さ75cm以上）�

幅木�
（高さ15cm以上）�

交さ筋かい�

下さん（高さ�
15cm～40cm�
の位置）�

下さん・幅木と同等以上�
の措置（高さ15cm以上）�
防音パネル（パネル状）
ネットフレーム（金網状）
金網�

メッシュシート�

幅木�
（高さ10cm以上）�

幅木と同等以上の措置
（高さ10cm以上）�
防音パネル（パネル状）
ネットフレーム（金網状）
金網�
板�

改正前の措置�

○　墜落防止及び物体の落下防止の�
　　　　　　両措置を同時に講じた例�

改正後　措置例1
交さ筋かい＋幅木（高さ15cm以上）�

改正後　措置例2
交さ筋かい＋下さん（高さ15～40cm�
の位置）＋メッシュシート�

改正後　措置例3
交さ筋かい＋下さん（幅木と同等�
以上の措置（高さ15cm以上）�

改正後　措置例4
手すりわく＋幅木（高さ10cm以上）�

改正後　措置例5
手すりわく＋メッシュシート�

改正後　措置例6
手すりわく＋幅木と同等以上の措置�
（高さ10cm以上）�

��������������������������������������������������������������������������

利用者
負担額

５００円

１００円

無料

補助券額

▲３００円

▲３００円

―

割引額

―

―

―

規定料金

８００円

４００円

無料

大人

子供

幼児

※詳しくは、県労働局、労働基準監督署へお問い合わせください。

熱中症の９０％は７、８月に集中し、多く発生していますが、だんだんと暑くなっ
てくる５、６月にも大きな災害が報告されています。症状が重くなると死に至るこ
ともありますが、対応をしておれば防げる病気でもあります。各現場で下記内容を
周知徹底し、熱中症を予防しましょう。

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱中中中中中中中中中中症症症症症症症症症症ととととととととととはははははははははは 症状などにより次の３つに分けられます。

指定温泉施設の追加のお知らせ

■所 在 地 長崎市岩見町４５１－２３

■電 話 ０９５－８３３－１１２６

■営業時間 ９：３０～翌１：００

■定 休 日 なし

■施設概要

大浴場／人口炭酸泉・ジェットバス・天然温泉

露天風呂／壺湯・寝湯

サウナ／ナノスチームサウナ・遠赤外線サウナ・

塩サウナ

岩盤浴（別料金） など

■利用料金

※大人（中学生以上）、子供（３歳～小学生以下）、

幼児（０歳～３歳未満）

※補助券の発行は所属の支部にお願いします。

※その他詳細につきましては温泉施設の方へ直

接ご確認下さい。

わく組足場以外の足場
（単管足場等）

わく組足場

労働安全衛生規則
（足場等関係）が
改正されました
建設業等において、高所からの墜落・転落に

よる労働災害が多発していることから、今回、
足場等からの墜落防止等の対策の強化を図るた
め、足場、架設通路及び作業構台からの墜落防
止措置等に関し、労働安全衛生規則の一部が改
正されました。改正された規則は平成２１年６月
１日から施行。

改正のあらまし

� 足場からの墜落防止措置等の充実

・足場の種類に応じて次の墜落防止措置が必要になりま

す。

※わく組足場

交さ筋かい下部のすき間からの墜落を防止するため、

交さ筋かいに加え、「下さん」や「幅木」等の設置、

又は、「手すりわく」の設置

※わく組足場以外の足場（一側足場を除く）

手すりの下部からの墜落を防止するため、「高さ８５

センチメートル以上の手すり」に加え「中さん」等

の設置

・物体の落下防止措置として、「幅木」「メッシュシー

ト」「防網」の設置等が必要になります。

� 足場の安全点検等の充実

足場の点検について次の措置が新たに求められます。

・当日の作業開始前に「手すり等の取りはずしや脱落の

有無の点検」の実施

・悪天候等後に実施する点検内容等の記録とその保存

※足場と同様に架設通路や作業構台についても同様に改

正され、所要の規定が設けられます。

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

熱中症に注意しましょう�

あらゆる方法で身体を冷却
し、至急救急病院に搬
送する。首、脇の下、太
腿のつけね等太い血管の上
を冷やす。

足を高く上げて寝かせ、手
足の先から中心部に向けて
マッサージし、早めに医
療機関で受診させる。

塩分を与える
食塩水やスポーツドリンク
を与えます。

脳障害

脳血流不足

塩分不足

高体温で脳の体温中枢が麻
痺して起きる重い病状。
発汗停止や意識障害

脳の血流が不足して起きる。
めまい・頭痛・吐き気

発汗により血液中の塩分が
失われた時に水だけを補給
して起きる。
筋肉のけいれん

1

2

3
●先ず涼しいところへ
●衣類をゆるめて
●スポーツドリンク等を飲ませる

救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当はははははははははは

毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）６月１５日発行建 設 長 崎第５２８号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�
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佐
世
保
東
支
部

賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

五
月
二
十
八
日
�
五
月
晴
れ

の
中
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
「
賃
金
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布

行
動
」
を
早
岐
茶
市
会
場
に
て
、

支
部
三
役
、
主
婦
会
、
総
勢
十

二
名
の
協
力
の
も
と
実
施
し
ま

し
た
。

年
々
厳
し
さ
を
増
す
建
設
労

働
者
の
現
状
と
実
態
を
、
少
し

で
も
理
解
し
て
頂
き
、
ご
協
力

頂
け
る
よ
う
宣
伝

行
動
に
努
め
ま
し

た
。当

日
は
風
が
強

く
、
茶
市
会
場
の

買
い
物
客
の
出
足

も
少
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
一
つ
一

つ
丁
寧
に
手
渡
し
、

す
べ
て
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
り
き
り
、

と
て
も
充
実
し
た

賃
金
宣
伝
行
動
が

出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
、
支
部
事
務
所
に
戻

り
、
伸
び
き
っ
た
庭
木
一
本
一

本
を
丁
寧
に
、
剪
定
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

昨
年
、
支
部
事
務
所
に
大
き

な
看
板
を
設
置
し
、
組
合
運
動

を
行
う
に
あ
た
り
、
拠
点
と
な

る
支
部
事
務
所
の
雰
囲
気
も
大

変
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
も
尚
一
層
、
様
々
な
組

合
運
動
に
力
を
入
れ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
松
園
）

五
月
十
七
日
、
十
八
日
、
森

山
分
会
で
は
初
め
て
旅
行
を
企

画
し
熊
本
方
面
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

一
日
目
は
、
宮
崎
県
え
び
の

市
出
身
の
方
が
、
三
十
年
前
か

ら
千
五
百
坪
の
土
地
に
、
木
造

で
建
築
中
の
「
お
城
」
を
見
学
。

立
派
な
木
材
、
ま
た
庭
石
植

木
で
私
達
皆
も
の
す
ご
く
感
動

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
更
に
、

十
年
計
画
で
五
重
の
塔
、
天
守

閣
を
建
築
す
る
予
定
ら
し
い
で

す
。夜

は
人
吉
温
泉
で
ゆ
っ
く
り

温
泉
に
つ
か
っ
て
疲
れ
を
癒
し
、

そ
の
後
の
親
睦
会
は
す
ご
く
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
天
草
方
面
か
ら

帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

今
回
は
参
加
者
が
少
な
か
っ

た
で
す
が
、
次
回
は
も
っ
と
多

く
の
参
加
者
で
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
田
崎

義
光
）

四四
年年
ぶぶ
りり
のの
親親
睦睦
旅旅
行行
会会

五
月
三
十
日
、
三
十
一
日
と

大
分
、
熊
本
方
面
に
浦
上
西
支

部
で
は
四
年
ぶ
り
に
「
親
睦
旅

行
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

出
発
後
の
車
内
で
は
、
支
部

長
等
の
挨
拶
に
続
き
、
早
く
も

「
乾
杯
！
」
の
声
が
。
こ
れ
か

ら
二
日
間
ど
う
な
る
こ
と
や
ら

…
。最

初
の
目
的
地
の
�
九
重
夢

大
吊
橋
�
で
は
、
日
本
一
の
長

さ
と
高
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

次
の
�
く
じ
ゅ
う
花
公
園
�
で

は
、
広
大
な
敷
地
に
広
が
る
色

鮮
や
か
な
花
の
美
し
さ
に
、
そ

し
て
�
阿
蘇
の
大
観
峰
�
で
は

自
然
の
雄
大
さ
に
感
動
し
、
宿

泊
地
の
菊
池
温
泉
へ
。

温
泉
で
一
日
目
の
旅
の
疲
れ

を
癒
し
た
後
、
夜
の
宴
会
で
は

美
味
し
い
食
事
に
酒
と
カ
ラ
オ

ケ
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
築
城
四
百
年
の

�
熊
本
城
本
丸
御
殿
�
を
見
学
。

豪
華
絢
爛
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
。

柳
川
市
で
昼
食
の

�
う
な
ぎ
の
セ
イ
ロ
蒸

し
�
で
お
腹
を
満
た
し

た
後
、
川
下
り
へ
。
船

に
乗
り
込
む
と
船
頭
さ

ん
が
若
か
っ
た
の
で
、

年
齢
を
尋
ね
る
と
。
漕

ぎ
手
最
年
少
の
十
九
歳

と
の
返
事
が
！
少
し
心

配
で
し
た
が
、
誰
一
人

と
川
に
落
ち
る
人
も
無

く
（
笑
い
）
一
時
間
ゆ
っ
く
り

と
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
路
長
崎
へ
。
楽

し
か
っ
た
二
日
間
、
天
気
に
も

恵
ま
れ
参
加
者
全
員
が
怪
我
も

な
く
、
体
調
も
万
全
で
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

次
回
は
、
更
に
多
く
の
参
加

者
で
、
ま
た
近
い
う
ち
に
開
催

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
村
岡

広
明
）

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
懇
親
会
開
催

（
山
海
の
幸
に
大
満
足
）

浦
上
東
支
部
青
年
部
で
は
五

月
三
十
一
日
�
の
さ
わ
や
か
な

青
い
空
の
も
と
、
あ
ぐ
り
の
丘

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

今
回
も
、
前
回
同
様
に
家
族

参
加
と
し
た
と
こ
ろ
、
青
年
部

員
八
名
、
奥
さ
ん
子
供
達
が
十

六
名
、
青
年
部
担
当
役
員
の
森

副
支
部
長
も
ご
夫
婦
で
参
加
い

た
だ
き
、
全
体
二
十
六
名
の
参

加
で
し
た
。

当
日
は
買
出
し
班
と
炊
き
出

し
班
に
分
か
れ
、
十
一
時
よ
り

炭
に
火
を
入
れ
調
理
開
始
。
定

番
の
焼
き
そ
ば
、
焼
肉
、
ホ
ル

モ
ン
に
加
え
、
し
し
ゃ
も
や
鯵

の
開
き
、
ホ
タ
テ
貝
な
ど
な
ど
、

山
の
幸
・
海
の
幸
と
沢
山
の
メ

ニ
ュ
ー
で
み
ん
な
の
お
腹
は
大

満
足
。
ま
た
、
キ
ン
キ
ン
に
冷

え
た
ビ
ー
ル
が
、
身
体
の
隅
々

ま
で
い
き
わ
た
り
、
美
味
し
さ

倍
増
で
し
た
。

食
後
に
は
、
子
供
達
と
園
内

で
遊
ん
だ
り
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
を
食
べ
た
り
、
緑
の
中
で

ま
っ
た
り
と
過
ご
す
な
ど
、
日

頃
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
友
好

を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

（
森

正
輝
）

西
彼
支
部
主
婦
会
は
、
五
月

十
九
日
�
、
毎
年
恒
例
の
「
ホ

ウ
酸
だ
ん
ご
」
作
り
を
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
八
名
で
、
午
前

中
は
支
部
の
総
会
を
行
い
午
後

か
ら
作
業
を
始

め
ま
し
た
。
小

麦
粉
に
す
り
お

ろ
し
た
玉
ね
ぎ
、

砂
糖
、
牛
乳
、

ホ
ウ
酸
を
加
え

ま
ぜ
あ
わ
せ
て

乾
燥
さ
せ
る
の

で
す
が
、
す
り

お
ろ
し
た
新
玉

ね
ぎ
に
涙
を
な

が
し
な
が
ら
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ

た
だ
ん
ご
は
、
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除

用
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
に
持

ち
帰
り
か
な
り
の
効
果
を
あ
げ

て
い
る
よ
う
で
す
。（
堀
川
）

職
人
太
鼓

メ
ン
バ
ー
募
集
中

太鼓に興味のある方、どなたでも構いません。
ぜひ一度来て、太鼓をたたいてみませんか？
きっと太鼓のおもしろさの虜になりますよ。
練習日／毎週火曜日 午後７時３０分 場所／長崎地域職業訓練センター

浦
上
西
支
部

諫
早
支
部

浦
上
東
支
部

西
彼
支
部

丸
田

勉

茅
原
喜
志
男

田
中

秀
幸

小
谷

守

迎

稔

都
市

秋
子

迎

良
子

茅
原

雪
江

早
田

純
子

丸
田

洋
子

田
中

光
子

倉
富
美
智
子

参
加
者（
敬
称
略
・
順
不
同
）

主
婦
会

恒恒例例のの手手づづくくりり『『ほほうう酸酸ダダンンゴゴ』』はは

効効果果大大

森
山
分
会

青
年
部

森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会でででででででででででででででででででででででででで初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初のののののののののののののののののののののののののの旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををををををををを実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施

山の幸・海の幸に
みんなのお腹は

大満足

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５２８号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２００９年（平成２１年）６月１５日発行


